
2024 年2024 年新年号
災害件数 （令和 5 年 12 月 10 日現在）

火災 ： 八女市                    件

　　　 　広川町　　　　　　　　　件

　　　　 高速 ・ その他　　      件

救急 ： 八女市　　　　　　       件

　　　　 広川町　　　　　　       件

　　　　 高速 ・ その他　 　　   件

【発　行】 八女消防本部予防課調査広報係　　〒 834-0063　八女市本村 22-1　　TEL （0943） 24-1119
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－　次なる災害に備えて　－－　次なる災害に備えて　－

表紙写真 ： 令和 5 年度八女地区総合防災訓練 ( 八女市立花町 )



令和 5 年度八女地区防災協会防火標語コンクール
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令和 5 年 7 月 10 日の広川町豪雨災害を振り返って
　八女地区防災協会主催により、 八女市 ・ 広川町の小学 5、 6 年生を対象に、 火災予防に関する防火標語
のコンクールを開催しました。応募してくれた小学生は、防火標語を考えることで防火の意識を高めることができ、
さらに、 この防火標語を消防に関する写真とともにカレンダーにし、 八女市 ・ 広川町内の各事業所に配布 ・
掲示することで、 防火意識の向上に繋がることができました。 たくさんの応募ありがとうございました。

　令和 5 年 7 月 7 日から 10 日にかけ活発化した梅雨前線の影響で、九州北部にも暖かく湿った空気が流れ込み、
9日深夜から激しく降り続く雨は 10 日未明から一段と激しさを増しました。雨の降り方が気になり、すぐに私は、
不安を感じつつ広川消防署に向かいました。署に到着して間もなく非番職員を招集し、対応に備えました。
程なくして「線状降水帯」が発生し、隣接の八女市及び久留米市に大雨特別警報が発令されるなど、広川町も
予断を許さない状況となりました。
　広川消防署では、10 日 4 時から 10 時までの 6 時間に 275.5mm（最大時間雨量 9 時：59.5mm）の雨量が
計測され、この集中豪雨によりオーバーフローした広川ダムは、放流を余儀なくされました。広川や長延川、
各河川や用水路などあちこちで越水し、道路という道路が冠水して人の膝上まで浸かるような状態でした。さらに
主要幹線である国道 3 号線も通勤時間帯に冠水して大渋滞となり、多くの道路で緊急車両の通行もできない
ような状況でした。そのような中、家屋への土砂流入、がけ崩れ、家屋倒壊などが次々に発生し、町内全域から
救助・避難の要請が鳴り続け、この 1 日だけで警戒 10 件、救急 3 件、救助 11 件に出動しました。うち 1 件の
救助活動では、水没した車両から 1 名の方を救助しましたが、残念ながらお亡くなりになられております。
改めてご冥福をお祈りいたしますとともに、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　複数の要請が重なり、常備消防だけではとても対応できないような逼迫した状況の中、
非常に心強かったのは、地元広川町消防団の皆さまの活動でした。冠水により消防自動
車が到着困難な現場にもいち早く駆け付け対応していただいたおかげで、何とか急性期
の救助・避難要請を乗り切ることができました。広川町消防団は、毎年梅雨期に備えて
消防と行政による情報伝達訓練を実施しております。今回、役場に設置した災害対策
本部の団長から町内各分団へ指令を出し、活動状況を団長へ連絡するという一連の
情報伝達が的確に行われたことも、非常に大きな訓練の成果であると思います。私自身、
常に「情報は生ものである。情報が新鮮なうちに伝えなければ、腐った情報は役に
立たない（使い物にならない。）」と職員や団員さんたちに話をします。今回のような
大水害の発生にも関わらず、人的被害が最小限に食い止められたのは、正確な情報共有と
伝達、常備・非常備消防と行政の連携などがうまく機能したからではないかと考えます。
反面、早めの避難指示やその避難指示に応じるなど、自助・共助の母体となる自主防災
組織や意識の強化が今後の検討課題として残りました。
　今回広川町で発生した豪雨災害は、昭和 28 年の大水害を経験した町民の方々も
経験したことのないような、甚大な被害をもたらしました。広川町だけでなく、今後
このような災害は全国各地でいつ起こるかもわからない状況にあります。今回の経験を
活かし、消防と行政が一体となって住民の安心・安全の防災体制を確立するとともに、
各地域で行われる自主防災組織の訓練や防火教室等を通じて、署員一丸となり、住民の
皆さまに防災の大切さについて伝えていきたいと思います。

対象火気器具等の種別 離隔距離（ｃｍ）
上方 側方 前方 後方

固体燃料 不燃以外 木炭を使用するもの 炭火焼き器 100 50 50 50
不燃 80 30 ― 30

八女消防本部 広川消防署 署長 野中 誠

「見ましたか？　お出かけ前の　火の用心」「見ましたか？　お出かけ前の　火の用心」

大石　祐誠さん大石　祐誠さん岡山小学校岡山小学校
おおいし　　ゆうせい

「火を消そう！　家族みんなが　消防士」「火を消そう！　家族みんなが　消防士」

月足　勇翔さん上妻小学校
つきあし　　ゆうと

「火の用心　　　心はいつも　　　消防士」「火の用心　　　心はいつも　　　消防士」

橋本　健成さん上陽北汭学園
はしもと　　　たける

「寝る前に　はみがき、 トイレ　火の確認」「寝る前に　はみがき、 トイレ　火の確認」

星野小学校星野小学校 髙木　里衣紗さん髙木　里衣紗さん
たかき　　　　　りいさ

「土砂災害　みんなで避難だ　ぎせいゼロ」「土砂災害　みんなで避難だ　ぎせいゼロ」

上妻小学校 中垣　陸さん
なかがき　　りく

「後悔の　涙で消せない　その炎」「後悔の　涙で消せない　その炎」

黒木小学校 大石　竜聖さん
おおいし　　りゅうせい

　八女地区消防組合火災予防条例の一部が改正され、 令和６年１月１日に施行されました。
　改正の内容については、 次の①及び②のとおりです。

福島小学校　今里 彩乃さん
いまさと　あやの

福島小学校　岩辺 昂太さん
いわべ　こうた

上妻小学校　森 隆香さん
もり　りゅうか

上妻小学校　浦山 莉緒さん
うらやま　　りお

忠見小学校　星野 快斗さん
ほしの　 かいと

三河小学校　坂田 愛奈さん
さかた 　あいな

川崎小学校　　 木下 颯汰朗さん
きのした　そうたろう

中広川小学校  馬場 瑛翔さん
ばば　　えいと　

筑南小学校　　 近見 妃愛乃さん
ちかみ　　ひなの

福島小学校　青木 晴花さん
あおき 　はるか

福島小学校　山口 凛桜さん
やまぐち　　りお　

三河小学校　井上 隆仁さん
いのうえ　たかひと

上妻小学校　増永 莉望さん
ますなが　りのん

八幡小学校　松本 弥隼さん
まつもと　みはや

立花小学校　中野 朝陽さん
なかの 　あさひ

中広川小学校　下河 悠乃さん
しもがわ　ゆの

立花小学校　　 平嶋 心晴さん
ひらしま　こはる

黒木小学校　　 斎藤 海鈴さん
さいとう　かいり

広川広川

八女八女

上陽上陽 星野星野

黒木黒木 矢部矢部

・ 蓄電池の規制対象に係る単位がアンペアアワー ・ セルからキロワットアワーに変更されます。

・ 蓄電池容量が１０キロワットアワー以下のもの及び蓄電池容量が１０キロワットアワーを超え２０キロワットアワー以下のもので

出火防止措置が講じられたものは規制の対象から除かれます。

・ 開放型鉛蓄電池を用いたもの以外は耐酸性の床上などに設けなくてよいこととなります。
・ 屋外に設けられた蓄電池設備で延焼防止措置が講じられたものについては、 建築物からの離隔距離が不要となります。
・ 屋外に設けるものの筐体は、 雨水などの侵入防止の措置を講じることにより、 キュービクル式 （箱型） のものでなくても
よいこととしました。

改　正　後
蓄電池容量 消防法令適合 消防届出
10kwh 以下 消防法　対象外 不　要10kwh を超え 20kwh 以下 消防法又は JIS 等の規格

20kwh を超えるもの 消防法 必　要

予防課からのお知らせです

・ これまで、 炭火焼き器などの固定燃料を使用した厨房設備の離隔距離が規定されていませんでしたが、 対象火気省令に
新たに炭火焼き器などの固定燃料を使用した厨房設備の離隔距離が示され、 下記のとおり緩和されました。

　１０月２２日 ( 日 )、八女市立花運動場で 「八女地区総合防災訓練」 を４年ぶりに開催しました。 訓練は、風水害および地震

による自然災害を想定し、 避難訓練をはじめ救助訓練および各防災関係機関による道路やライフラインの応急復旧訓練を

実施され、それぞれが担う役割を確認するとともに、実効性の高い訓練となりました。 また、各地区において、自主防災組織や

消防団などを中心とした訓練が実施され、住民の皆さんとの連携確認が行われました。 皆さま、ご協力ありがとうございました。

八女地区総合防災訓練及び自主防災組織等訓練実施八女地区総合防災訓練及び自主防災組織等訓練実施表紙特集
表紙特集

① 蓄電池設備に関する規定について

② 固体燃料に関する規定について

きょうたい



編 集 後 記
　新年明けましておめで
とうございます。
　本年も「災害に強いま
ちづくり」のため職員一
同全力を尽くしてまいり
ます。
　私も年男ですので、雲
を従える龍のように自分
を磨き精進します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　[M ・ A]

出初式案内
　一年の初めに、 本年の無火災、 無災害を祈念するとともに、 消防職 ・ 団員の士気高揚と防火思想の普及啓発を
目的に消防出初式を行います。

　八女市消防出初式
　日時 ：令和 6年 1月 6 日 ( 土 )9 時～
　場所 ：八女市春の山公園グラウンド

　広川町消防出初式
　日時 ：令和 6年 1月 8 日 ( 月 )9 時～
　場所 ：広川町役場駐車場

消防これなーに？教えて消防士さん！

　（一財） 自治総合センターは、 宝くじの社会貢献広報事業として、 宝くじの

受託事業収入を財源とするコミュニティ助成事業を行っています。

　この助成事業を活用して八女消防本部は、 令和 5 年度、 煙体験ハウスと

子供向けの防火防災DVD を整備しました。 煙体験ハウスは、煙を発生させ、

火災が起きた部屋を避難する疑似体験できるもので、 各イベントや防火教室

などで使用し、 防火防災の意識向上に役立てていきます。

　※発生する煙は、 人体に影響はありません。

ＴＯＰＩＸ 煙体験ハウスと防火防災 DVD

9 月 22 日、 八女消防本部に小型救助車を配備しました。

　この車両は、 小型、 登坂能力、 走破性、 資機材搬送能力に優れた車両で

総務省消防庁より全国の１８消防本部に配備されました。

　急傾斜地 ・ 狭隘な地区で発生する土砂災害や林野火災などにおいて、

走破性、 機動力の高さを活かし、 迅速に救助活動、 消火活動することが

できます。

小型救助車を配備

八女消防本部公式インスタグラム始めました
令和 6 年 1 月 1 日から八女消防本部の公式

インスタグラムを始めました。

　普段見られない八女消防本部の訓練の雰囲気

や職員の素顔等、 ＨＰ、 Facebook、 LINE とは

違う掲載内容となっていますので、 「いいね」 や

フォローをお待ちしています。

八女消防本部公式

八女消防本部

今回は防火対象物使用開始届出について

※

　八女市および広川町において新築建物や既存建物で事業を開始する場合は、 事業開始の７日前
までに消防署へ 「防火対象物使用開始届書」 を届け出るよう条例で定められています。 これは、
市町内の建物を誰がどのような用途で使用しているかを把握するとともに、 消防法で定められた
必要な消防用設備等が設置されているかなど防火上支障がないかを確認するためです。
　様式は八女消防本部ホームページから取得できます。また、その他の必要添付書類もありますので
事前の相談や書類の確認などは、 建物の所在地を担当する消防署 ( 分署 ) にお問合せください。

【　お問合せ先　】

・ 八女消防署 ： 24-1119　　 ・ 広川消防署 ： 32-2119　　 ・ 八女東消防署 ： 42-0119

・ 立花分署 ： 36-0119　 ・ 上陽分署 ： 54-2119　 ・ 星野分署 ： 52-2119　 ・ 矢部分署 ： 47-2119


